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あ
な
た
も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
６
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※年金のこと、もっと詳しく知りたい方は、日本年金機構のホームページもご利用ください。
http://www.nenkin.go.jp/

ビ
ー
に
作
品
を
掲
示
す
る
な
ど
の

小
さ
な
も
の
か
ら
し
て
は
ど
う
か

参　

そ
れ
で
は
サ
ー
ク
ル
活
動
の

延
長
に
な
る

町　

夏
休
み
な
ら
小
学
生
も
参
加

で
き
る
。
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ら
規
定
が
必
要
だ
が
、
そ
の
手

伝
い
な
ど
は
公
民
館
や
教
育
委
員

会
が
で
き
る
と
思
う

参　

新
春
俳
句
が
あ
れ
ば
と
思
う
。

何
か
を
始
め
る
に
は
高
齢
す
ぎ
て
、

若
い
人
の
力
が
な
い
と
で
き
な
い
。

そ
れ
を
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
も

疑
問

町　

一
度
開
催
す
れ
ば
入
会
す
る

人
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
時

代
の
風
潮
も
あ
り
興
味
を
示
す
世

代
が
遠
の
い
て
い
く
の
で
、
何
か

行
動
し
な
け
れ
ば
衰
退
し
て
い
く

と
思
う

参　

費
用
面
で
の
協
力
も
難
し
い

の
か

町　

い
き
な
り
補
助
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
実
績
や
プ
ラ
ン
に

よ
っ
て
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

テ
ー
マ
を
設
定
し
、そ
れ
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
団
体
を
巻
き
込
め
ば
費

用
の
捻
出
も
で
き
る
か
と
思
う

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度  

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す

▼
問
合
せ　

住
民
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９（
４
３
５
）
２
３
６
４

　

平
成
24
年
度
よ
り
町
内
業
者
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
申
請
件
数
が
多
く
、
年
度
途
中
で
受

付
終
了
と
な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
は
抽
選
に
よ
り
申
請
者
を

決
定
い
た
し
ま
す
。
抽
選
は
期
間
を
お
い
て
３
回
程
度
行
い
ま
す
。
第

１
回
目
の
抽
選
は
５
月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

抽
選
に
関
し
て
の
詳
細
は
４
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
が
廃
止
に
な
り
ま
す

▼
問
合
せ　

す
こ
や
か
環
境
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９（
４
３
５
）
２
７
２
１

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
播
磨
町
で
は
狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
が
廃
止

に
な
り
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
様
に
は
、
動
物
病
院
で
接
種
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
動
物
病
院
に
つ
い
て
は
、
広
報
４
月
号
、
播
磨
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
狂
犬
病
予
防
注
射
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き

る
期
限
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の

「
使
用
期
限
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま

れ
た
方
で
、
平
成
16
年
４
月
以
降

分
の
後
納
保
険
料
の
納
付
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
納
付
書
に
記
載

さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
26
年
３

月
31
日
）
ま
で
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年

４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
新
た
な
加
算
額
に
よ
る

納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
「
国

民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
ご
注
意
》

　

平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納
保

険
料
は
、
10
年
を
超
え
る
た
め
平

成
26
年
４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま

せ
ん
。

後
納
制
度
の
申
し
込
み
・

納
付
書
の
再
発
行
の
お
問

い
合
わ
せ
　

　

お
問
い
合
せ
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
お
手
元

に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

○
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お

か
け
に
な
る
場
合
は　

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
０
１
５

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固

定
電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合

は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通

話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以
外

（
携
帯
電
話
な
ど
）
か
ら
お
か
け

に
な
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

※
「
０
３
（
６
７
３
１
）
２
０
１

５
」
の
電
話
番
号
に
お
か
け
に
な

る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

▼
受
付
時
間

月
曜
日　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

火
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分 

第
２
土
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時 

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
７

時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
　
後
納
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

▼
問
合
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１　

　
　
　
　
　

加
古
川
年
金
事
務
所
☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
３

申
請
方
法

　

免
除
の
申
請
は
、
住
民
登
録
し

て
い
る
市
（
区
）
役
所
、
町
村
役

場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
た
は

年
金
事
務
所
に
添
付
書
類
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
添
付
書
類

１　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も

の
２　

認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る

場
合
は
不
用
）

３　

失
業
し
た
人
が
申
請
を
行
う

と
き
は
、
失
業
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
、
雇
用
保
険
受

給
者
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
）

４　

転
入
さ
れ
た
方
は
、
所
得
証

明
書
の
添
付
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す

　

必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、

申
請
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

○
２
年
１
ヵ
月
前
の
月
分
ま
で
免

除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障

害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
や
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除

は
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年

者
納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て

も
所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶

者
や
世
帯
主
が
失
業
な
ど
に
該
当

す
る
場
合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
保
険
料
の
免
除
（
※
）
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
免
除
申
請
が
で
き
る
期
間
と
失
業
な
ど
の
特
例
申
請
の
対
象

期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※「
免
除
」
と
は
、
全
額
免
除
、
一
部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
）、

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
こ
と
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

▼
問
合
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１　

　
　
　
　
　

加
古
川
年
金
事
務
所
☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
３

免除申請できる対象期間の拡大
　４月から、申請時点の２年１ヵ月前の月分まで免除申請できるように
なります。

改正前
過去分の国民年金保険料の免除が受けられる期間は、申請
の直前の７月（学生納付特例は直前の４月）までの１年以
内でした

　➡

改正後
（平成26年
４月以降）

申請時点の２年１カ月前の月分まで免除申請できるように
なります

失業などの特例申請の対象期間の拡大
　４月から、災害・失業などの前月から災害・失業などがあった年の翌々
年６月までの期間について、特例免除の申請ができるようになります。

改正前
災害・失業などを理由とした免除（以下「特例免除」といい
ます）は、申請時点の年度または前年度に災害・失業など
の理由があることが条件でした

　➡

改正後
（平成26年
４月以降）

災害・失業などの前月から災害・失業などがあった年の
翌々年６月までの期間について、特例免除の申請ができる
ようになります（平成26年３月以前の災害・失業も対象と
なりますが、過去分の保険料の審査対象期間は、２年１ヵ
月前までです）
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